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 20 世紀前半にみられたアフリカに対する忌避が、1980 年代以降の明確なアフリカ志
向へと転じていく過程とその要因は、アブディアスの思想形成のなかにある程度みいだ
すことが可能である。彼は 1980 年にキロンビズモなる概念を提起し、ブラジル黒人の
問題とアフリカやブラック・ディアスポラの問題を様々なかたちで結びつける見方を示
してみせた。彼の論稿をさかのぼっていくことで確認できるのは、キロンビズモの根幹
的な要素は、1968年に彼が米国に亡命する前の時点ですでに表明されていたということ
である。先行研究は、彼の思想にアフリカ志向性を芽生えさせた要因として、ネグリチ
ュードや脱植民地化理論など外来の概念や思想の影響を強調している。筆者の検証から
もそれは確認できるが、それらと並んで知識人に対する反発もアブディアスの思想形成
を方向付けていたことを明らかにした。つまり、人種の混淆や人種民主主義といった「似
非科学」的な概念を用いた「学者」による人種偏見・差別の隠蔽、黒人運動に対する批
判は、アブディアスをしてそれらに対するオルタナティブの模索へと向かわせた。それ
はウジャマーの概念のような、独立後のアフリカ諸国の政治的指導者が国家建設の方向
性として打ち出したアフリカの固有性と符合したとしても何ら不思議ではない。このよ
うにアブディアスの思想におけるアフリカ志向は、国外からの影響とともに、ブラジル
固有の要因によっても形づくられていったことが明らかとなった。 
 3 つの局面それぞれについてブラジル黒人のアフリカに対する姿勢の特徴を導き出せ
たことは一定の成果だと考える。また、それらの規定要因についても、網羅できたわけ
ではないにせよ、いくつかは明らかにすることができた。とくに人種民主主義のような
ブラジル特有の要因がそこに関わっていたことを確認できた意義は大きい。 
 
